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□前回協議会からの経緯

・庁内ワーキング・庁内委員会の開催（8/31）

はじめに

・前回協議会（8/10）

・市⺠アンケートの実施（9⽉〜10⽉）

・庁内ワーキングの開催（10/11）
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１．⽴地適正化計画の⽬的

２．府中市の位置づけ

３．府中市の全体構造

４．区域設定の考え⽅

５．まちづくりの誘導⽅針

□本⽇の協議内容

はじめに
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１．⽴地適正化計画の⽬的
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⽴地適正化計画で定める内容（１）

１．⽴地適正化計画の⽬的

・コンパクトシティ実現のため、居住誘導区域及び都市機能誘導区域等を定め、区域内への誘導に
対するインセンティブ等により、緩やかに都市の集約化を進めます。

※制度上は、府中市の場合、府中市都市計画区域と上下都市計画区域の2つの都市計画区域について、⽴地適正
化計画の法定区域とすることが考えられる

5

⽴地適正化計画で定める内容（２）

１．⽴地適正化計画の⽬的

居住誘導区域
・⼀定のエリアにおいて⼈⼝密度を

維持することにより、⽣活サービ
スやコミュニティが持続的に確保
されるよう居住を誘導する区域

⇒居住環境の向上、公共交通の確保
など居住を誘導するための措置が
講じられる

居住誘導区域外
・３⼾以上の住宅等の新改築等を⾏

う場合には市町村へ届出が必要
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都市機能誘導区域
・医療、福祉、商業施設など都市機能

増進施設の⽴地を誘導すべき区域
⇒⺠間事業者が誘導施設等を整備する

事業を⾏う場合、⼀定の⽀援を得る
事ができる。

⽴地適正化計画で定める内容（３）

１．⽴地適正化計画の⽬的

7

①第四次府中市総合計画（平成28年3⽉）

【基本構想】
・少⼦⾼齢化、⼈⼝減少社会を迎え中⼼市街地の空洞化や都市機能の拡散に

よる利便性の低下等が問題
⇒低密度で拡散した市街地から、都市機能が機能的にまとまった市街地や

居住地が集約した集落にしていくことが必要
⇒住みやすいまちにするためには、まちなかや集落がそれぞれの役割を担い、

ネットワークで繋がるコンパクトなまちづくりが必要

【基本計画】
・⽴地適正化計画を策定し、コンパクト+ネットワークの都市構造の構築を図る

・中⼼市街地の必要性、⼀定の⼈⼝密度維持の必要性、これを実現するための⽴地
適正化計画策定が位置づけられている。

１．⽴地適正化計画の⽬的
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②府中市都市計画マスタープラン（平成26年12⽉）

【将来都市構造】
中⼼市街地と集落市街地がつながり、主要都市とも結びつく
ネットワーク型のコンパクトシティ

⽴地適正化計画により、都市機能⽴地の適正化、分野横断的取組みを図
り、ネットワーク型のコンパクトシティを具体化

１．⽴地適正化計画の⽬的

9

③第⼆期府中市中⼼市街地活性化基本計画（平成27年11⽉変更）

【主な取り組み】 【区域】

◯道の駅整備事業
・休憩施設、観光案内施設、地域住⺠の交流

施設の整備

◯POM⼩路事業
・JR福塩線沿いの歩⾏者専⽤の⼩路整備

◯図書館周辺整備事業
・図書館隣接地に広場及び駐⾞場を整備

◯⽯州街道・出⼝地区街なみ環境整備事業
・街なみを維持するための修景⽀援事業

中⼼市街地に特化したこれまでの取組みを、
⽴地適正化計画により、分野横断的な取組みとしての展開を図る

１．⽴地適正化計画の⽬的
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これまでの計画体系

第４次府中市総合計画

府中市都市計画
マスタープラン

他分野の計画（医療・福祉等）

⽬指すべき都市構造

まちづくり計画（中活等）

実現⼿段 実現⼿段

計画間の整合は図ら
れていたものの、
⼀体の計画としては
位置づけられては
いない

具体事業都市計画
（都市施設・⽤途地域）

具体事業

１．⽴地適正化計画の⽬的

11

⽴地適正化計画の⽬的

第４次府中市総合計画

府中市都市計画
マスタープラン

他分野の計画（医療・福祉等）

⽬指すべき都市構造

都市計画
（都市施設・⽤途地域）

⽴地適正化計画
（居住誘導区域・都市機能誘導区域等の指定）

⺠間誘導 具体事業⺠間誘導

実現⼿段 実現⼿段

コンパクトシティ実現へ向けて、
・都市計画だけではなく、各分野横断的取り組み

についての計画上の位置づけ
・居住誘導区域及び都市機能誘導区域の指定等に

よる機能⽴地の適正化（⺠間誘導と⽀援）

具体事業

まちづくり計画（中活等）

１．⽴地適正化計画の⽬的
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２．府中市の位置づけ

13

□備後圏の⼈⼝（府中市と圏域内の主な都市の⼈⼝推移）

２．府中市の位置づけ
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・備後圏全体の⼈⼝としては、近年横ばいとなっている。
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□備後圏域内での就業状況

・府中市は福⼭市繋がりが強く、福⼭市への転出や就業が多くみられる。
・⼀⽅で、福⼭市に住んで府中市で働いている場合も⼀定数⾒られる。
・備後圏において、府中市は住む場所であるとともに働く場所にもなっている。

5,048⼈

※H22国勢調査より

4,180⼈

6,505⼈

6,666⼈

4,692⼈

2,906⼈

489⼈
367⼈

1,869⼈
2,798⼈

107⼈
134⼈

1,238⼈
1,372⼈

府中市

福山市

神石高原町

井原市

笠岡市

尾道市

三原市

世羅町

昼夜間人口比率
102.3%

昼夜間人口比率
99.4%

昼夜間人口比率
100.4%

101.6%

95.2%

96.2%

95.8%

95.4%

２．府中市の位置づけ

15

・20年前から先駆的に取り組まれてきた。
・2011年には、国に先駆けて、「備後圏域連携協議会」設⽴

→現在、「備後圏域連携中枢都市圏」として広域連携を⾏っている

（ 第31次地⽅制度調査会 第12回専⾨⼩委員会 福⼭市による説明資料より ）

□広域連携の状況

２．府中市の位置づけ
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府中市 福⼭市

医療 ・病院
・診療所 ・⾼次医療施設（救命救急センター等）

福祉
・デイサービスセンターなど
・地域包括センター
・障がい者のためのｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

⼦育て
・保育所
・⼦育て⽀援ｾﾝﾀｰ（広⾕保育所、天満屋）
・ＰＯＭ

・⼦ども発達⽀援ｾﾝﾀｰ

教育 ・⼩学校、中学校、⾼等学校 ・⼤学

⽂化
・図書館
・⽣涯学習センター
・⽂化センター

・⼤規模ホール（リーデンローズ等）
・美術館（ふくやま美術館）

商業
・店舗⾯積が2,000㎡以下程度の商業施設
（天満屋、ハローズ府中店、

エブリィ府中、イズミなど）

・店舗⾯積が2,000㎡以上程度の商業施設
（駅家・神辺周辺の⼤規模ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ等）
・映画館

＜現況の都市機能の分布＞

・都市機能：府中市に無い下記の機能は福⼭市の施設で補完されている。

□都市機能の補完

２．府中市の位置づけ
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３．府中市の全体構造



18３．府中市の全体構造

・旧上下町と旧府中市では⽇常的な⽣活圏が異なっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味品

日用品

買い物をする場所 上下町(N=76)

自宅近く

府中駅周辺

国道沿道

上下町

その他市内

福山駅

駅家、神辺

尾道・松永

三次

世羅

宅配
0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味品

日用品

買い物をする場所 上下町以外(N=508)

自宅近く

府中駅周辺

国道沿道

上下町

その他市内

福山駅

駅家、神辺

尾道・松永

三次

世羅

宅配

上下町 世羅

駅家・神辺

三次福山駅

上下町

自宅近く

府中駅

国道
沿道

福山駅

駅家
・神辺世羅駅家

・神辺

旧上下町：
⽇⽤品 上下町、世羅
趣味品 駅家・神辺、世羅、上下

旧府中市：
⽇⽤品 ⾃宅近く、国道沿道
趣味品 駅家・神辺、国道沿道

例：買い物 ⽇⽤品も趣味品も、概ね各々居住地に近い場所で買い物をする場合が多くみられる

約30％

国道沿道

□市⺠の⽣活⾏動
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・１つの市として⼀体的に取組みながら、拠点的な機能が府中に集積している
分野 上下・府中各地区のみの取り組み 府中市全体としての取り組み
商⼯
観光

・中⼼市街地活性化推進事業の実施（府中）
・道の駅整備（府中）
・地域交流センターの設置（府中）

・⽩壁の街並み・⽯州街道出⼝通りの修景事業、商店街の活性化⽀援
・「銀の道」としての観光や地場産品のＰＲなど

農業
・地産地消の推進（学校給⾷への⾷材供給・JAによる道の駅への出店・市内

企業への出荷）
・集落法⼈⽀援事業や6次産業化推進事業などによる農業活性化など

防災
・⾃主防災組織などの消防組織体制強化
・防災⾏政無線整備
・⼭地災害防⽌対策や耐震改修の推進など

医療
保健 ・ヘリポート整備（上下）

・医師育成奨学⾦の付与や医療提供体制確保等⽀援事業補助⾦による開業⽀
援

・市⺠病院の設置
・移動診療⾞による無医師地区への往診、乳幼児健診の実施など

健康
福祉

・地域包括ケアシステムの構築（各地域）
・健康体操事業等による⾼齢者の健康づくり事業
・保健センターの設置
・福祉タクシー事業
・地域移⾏⽀援・地域定着⽀援

出産
⼦育て ・ＰＯＭ設置（府中）

・保育所を⼀定の地域毎に設置
・マタニティクラスなどの出産や⼦育てのサポートを上下保健センター及び

府中市⼦育てセンターで実施
・⽊育を推進

教育
・⼩中⼀貫校カリキュラム
・放課後児童クラブ活動の実施
・コミュニティスクールの推進など（〜平成34年度 全校指定予定）

⽣涯
学習

・⽣涯学習センター設置（府中）
・ウッドアリーナ設置（府中）
・⽂化センター設置（府中）

・図書館設置
・公⺠館の設置

□⾏政サービスの状況

３．府中市の全体構造
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・旧上下町と旧府中市の2核はそれぞれの⽣活圏における⽣活拠点となっている。
・旧府中市中⼼部には市全体としての拠点的な機能が集積している。

①上下中⼼部拠点の役割

⽣活に必要な
⾝近な都市機能

⽣活に必要な
⾝近な都市機能

市全体の
拠点としての機能

②府中中⼼部拠点の役割上下の⽣活圏
（世羅を含む）

府中の⽣活圏
（新市・駅家・神辺を含む）

新市・駅家
・神辺

世羅

県道24号・
国道432号・国道486号

JR福塩線

拠点と各居住地を
つなぐ幹線道路

□府中市の都市構造

３．府中市の全体構造
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４．区域設定の考え⽅



22４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

【府中市における設定の視点】
①⼈⼝密度
②インフラの整備状況（道路）
③⼟地利⽤状況（農地の保全等）
④災害危険度

●居住誘導区域
⼈⼝減少の中にあっても⼀定のエリアにおいて⼈⼝密度を維持することにより、⽣活サービス
やコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域

23４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

①⼈⼝密度

・⼀定の⼈⼝密度（20⼈/ ha程度）が
連担して広がる区域で居住を誘導

府中駅

⾼⽊駅
鵜飼駅
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【⼈⼝集中地区（DID）】

①⼈⼝密度

・⼈⼝密度が⾼いDID地区を基準に居住を誘導
（2010年DID地区内⼈⼝密度：約32ha/⼈）

４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

25

②インフラの整備状況（都市計画道路）

４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

・道路整備が完了、または計画されている地域において居住を誘導

凡 例

都市計画道路整備済み

都市計画道路事業中

都市計画道路未整備

都市計画区域

市街化区域
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・市街化区域のうち、市街化が進んでおらず、農地が多く残るエリアには
原則として、居住を積極的に誘導しない

③⼟地利⽤状況（農地の保全）

市街化区域

農地

４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

27

・災害危険度の⾼い
地区には積極的に
居住を誘導しない。

⇒周囲の斜⾯地は
⼟砂災害の危険度
が⾼い

⇒⾼⽊・中須周辺は、
⼤部分が1ｍ以上の
浸⽔想定区域と
なっている

④災害危険度

浸⽔想定区域

1ｍ〜5ｍ未満

４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針
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⼟砂災害 ⽔害

災害の
突発性

・ゲリラ豪⾬など突発的に災害が
起き、避難などが間に合わない
危険性が⾼い

・⽣命に危険が及ぶ可能性が⾼い

・⼟砂災害に⽐べ突発性が低く、
事前の避難が可能である

・⼟砂災害に⽐べて
⽣命に危険が及ぶ可能性が低い

居住の
考え⽅

積極的な居住の誘導は
望ましくない

府中市地域防災計画に基づく
対策による⼈命確保を

前提にすれば、居住の誘導は可能

備考
⼟砂災害特別警戒区域に加え、⼟砂
災害警戒区域についても、基本的に
積極的は誘導しない（詳細は次⾴）

ハザードマップの配布等による住⺠
周知、危険性が⾼まった際の速やか
な情報発信及び避難誘導

④災害危険度

４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針

・⼟砂災害危険のある区域への居住誘導は望ましくない。

29

参考）他都市での⼟砂災害警戒区域での過去の災害状況

・広島⼟砂災害（平成26年8⽉）
では、⼟砂災害警戒区域
（イエローゾーン）で被害発⽣

⼟⽯流流出範囲（平成26年8⽉ 広島市安佐南区）

⼟⽯流流出範囲
特別警戒区域
警戒区域

④災害危険度

４．区域設定の考え⽅（１）居住誘導区域設定の基本⽅針



30４．区域設定の考え⽅（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針

（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針

◯⽣活中⼼街を核に都市機能を誘導
・都市機能が集積
・交通結節点となる鉄道駅に近接
・中⼼市街地活性化基本計画の区域

●都市機能誘導区域
医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中⼼拠点や⽣活拠点に誘導し集約することにより、こ
れらの各種サービスの効率的な提供が図れるよう定められる区域

31

⽣活中⼼街を核に都市機能を誘導

・都市計画マスタープランにおいて、「府中市全体の⽣活を⽀える⽣活中⼼街」と位
置づけられた府中駅周辺を核に都市機能を誘導

整備⽅針図
４．区域設定の考え⽅（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針
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市⺠病院

⾼校

図書館

天満屋
POM

ｳｯﾄﾞｱﾘｰﾅ

中学校・⾼校

リフレ

⽂化センター

市役所

スーパー等

⼩・中学校

スーパー

スーパー等

1km

500m

４．区域設定の考え⽅（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針

・現在、都市機能が集積しているエリアにおいて、都市機能を誘導

⽣活中⼼街を核に都市機能を誘導

33

・公共交通によるアクセス性が⽐較的優れているエリアに都市機能を誘導

府中駅

ＪＲ福塩線

鉄道・バス路線

４．区域設定の考え⽅（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針

⽣活中⼼街を核に都市機能を誘導
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・これまでの取り組みのストックがあるエリア（中⼼市街地活性化基本計画の区域）
に都市機能を誘導

４．区域設定の考え⽅（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針

⽣活中⼼街を核に都市機能を誘導

府中駅

35

５．まちづくりの誘導⽅針
（居住誘導区域・都市機能誘導区域設定の考え⽅）
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（１） 府中市都市計画区域
（市街化区域内：府中駅周辺、

⾼⽊中須周辺、市街化区域縁辺部）

（２） 上下都市計画区域
（上下都市計画区域）

（３） 集落市街地
（都市計画区域外）

・下記の３地域において誘導⽅針（区域設定の考え⽅）を整理

５．まちづくりの誘導⽅針

□地区区分

37

（１）府中市都市計画区域

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域
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（１）府中市都市計計画区域

②高木中須周辺
①府中駅周辺

③市街化区域縁辺部

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

39

（１）府中市都市計画区域
①府中駅周辺

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域
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都市機能誘導区域：府中駅に近接する都市機能の集積する地域を設定
居住誘導区域 ：都市機能の集積による⽣活利便性が⾼い地域を設定

６．区域設定の考え⽅（２）都市機能誘導区域設定の基本⽅針

□府中駅周辺の誘導区域の設定⽅針（案）

府中駅

市⺠病院周辺
（府中駅周辺唯⼀の

総合病院として区域内に）

N 1.0km0.50

都市機能誘導区域（案）
（歩いて暮らせるまちづくりを⽰す

府中駅から800m等を考慮）

居住誘導区域（案）
（⼈⼝密度、災害危険度等も考慮）

平地だが、
⼟砂災害の危険性

が⾼い地域

⽯州街道周辺
（府中駅周辺と連続し
たまちづくりに配慮）

41５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□府中駅周辺の居住誘導区域について

8,000人

9,000人

10,000人

11,000人

12,000人

13,000人

14,000人

15,000人

16,000人

17,000人

18,000人

S55年 S60年 H2年 H7年 H12 H17 H22

人口推移

⾼⽊・中須周辺

市街化区域周縁部

府中駅周辺

①⼈⼝推移
・⼈⼝減少が進んできているが、DID地区に
含まれ⼈⼝密度が⽐較的⾼い

・居住年数が⻑い居住者の割合が多く、
⾼⽊・中須地区に⽐べ新規住⺠の流⼊が少な
い。

0% 50% 100%

居住期間

5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上

出生時から 不詳 ※国勢調査より

府中駅周辺

⾼⽊・中須周辺

市街化区域周縁部

府中駅
鵜飼駅

⾼⽊駅

DID地区
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②⼟地利⽤
・駅周辺に商業⽤地が広がり、周囲に連担した住宅地が広がる。

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□府中駅周辺の居住誘導区域について

府中駅

43

③災害危険度
・⽬崎町の⻄側斜⾯付近は、警戒区域に含まれるため、
積極的な居住の誘導は⾏わない

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□府中駅周辺の居住誘導区域について

N ⼟砂災害警戒区域

⼟砂災害特別警戒区域

府中駅



44５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□府中駅周辺の都市機能誘導区域について

①都市計画マスタープラン
（整備⽅針図）

②中⼼市街地活性化基本計画
（区域図）
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府中駅

府中学園⾼校

市役所

POM

図書館

天満屋
病院

1km

500m

⽂化センター

TAM

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□府中駅周辺の都市機能誘導区域について

＜府中駅周辺の都市施設の分布＞

③都市機能の分布
・府中駅から歩いて利⽤できる範囲に
都市機能が集積

道の駅

府中駅

ＪＲ福塩線

＜公共交通網図＞

④公共交通
・ＪＲ福塩線や路線バス・ぐるっとバス等が結節
・道の駅によって駅南側に交通の結節点が形成
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府中駅周辺
（＋市⺠病院・⽯州街道周辺）

医療 ・病院 ・診療所

福祉 ・地域包括センター
・リフレ←将来の建替え時に誘導を検討

・デイサービスセンター等
・障がい者のためのｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

⼦育て ・ＰＯＭ ・保育園
・⼦育て⽀援ｾﾝﾀｰ

教育 ・⼩学校、中学校
・⾼等学校

⽂化
・歴史⺠族資料館←将来の移設時に誘導を検討
・図書館 ・ＴＡＭ
・⽂化センター
・地域交流センター

商業 ・商業施設
・道の駅 ・商業施設

⾏政 ・市役所

都市機能誘導区域に誘導
または維持していく機能（案）

特定地域への誘導を
想定しない機能（案）

□「府中駅周辺＝都市機能の集積拠点」として維持していく都市機能の考え⽅

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

47

⼈⼝ ◯⼈⼝減少及び⾼齢化が進んでいるが、⼈⼝密度は⽐較的⾼い

⼟地利⽤ ◯平地で、商業⽤地と住宅⽤地が連担
◯主要な都市機能が集積

公共交通 ◯公共交通の結節点となっている
その他 ◯中⼼市街地活性化基本計画の区域となっている

■現況・課題

■まちづくりの誘導⽅針

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□府中駅周辺のまちづくり誘導⽅針（案）

◯既存の都市機能の集積を活かし、「歩いて暮らせるまちづくり」を推進し、活気の創出を図る

◯暮らしを⽀える都市機能の維持・誘導により、都市機能の集積拠点を形成

◯都市機能の集積、公共交通の結節点の利便性を活かし、積極的に居住を誘導

■誘導区域の設定
都市機能誘導区域：府中駅に近接する都市機能の集積する地域を設定

居住誘導区域 ：都市機能の集積による⽣活利便性が⾼い地域を設定
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（１）府中市都市計画区域
②⾼⽊・中須周辺

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

49５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺の誘導区域の設定⽅針（案）

府中駅周辺地区に連坦するまとまりある市街地を新たな居住の受け⽫として
「居住誘導区域」に設定する

居住誘導区域（案）
（府中駅周辺から連続する

平地部分を中⼼に、
若い世代が多い等の居住動向、

災害危険度を考慮）
府中駅

N 1.0km0.50

※国道沿道の商業機能集積は維持
（積極的な誘導は⾏わない）

都市機能誘導区域（案）
市⺠病院周辺を

府中駅周辺から連担する
都市機能の集積地として指定

平地だが、
⼟砂災害の危険性

が⾼い地域
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府中駅
鵜飼駅

⾼⽊駅

DID地区

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺の居住誘導区域について

8,000人

9,000人

10,000人

11,000人

12,000人

13,000人

14,000人

15,000人

16,000人

17,000人

18,000人

S55年 S60年 H2年 H7年 H12 H17 H22

人口推移

⾼⽊・中須周辺

市街化区域周縁部

府中駅周辺

①⼈⼝推移
・⼈⼝減少は緩やか、かつ⽐較的

若い世代が多い
・居住年数が短い居住者の割合が

多く、新規住⺠の流⼊が⾒られ
る。

・平地のほとんどがDID地区内で
⼈⼝密度が⽐較的⾼い

0% 50% 100%

居住期間

5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上

出生時から 不詳 ※国勢調査より

府中駅周辺

⾼⽊・中須周辺

市街化区域周縁部

51５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺の居住誘導区域について

②⼟地利⽤
・宅地と⼯場が混在した低密度なスプロール状の市街地が広がるが、
福⼭市へのアクセス性のよい地域として、住宅が増加している

府中駅
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府中駅

②⼟地利⽤
・農地が混在しており、農地の転⽤によるミニ開発が多く⾒られる

ミニ
開発

農地

【農地分布図】

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺の居住誘導区域について

53

全体の⼟地利⽤現況

スーパー・コンビニ等

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺の居住誘導区域について

②⼟地利⽤
・国道沿いに⽇常⽣活を⽀えるロードサイド型の店舗が多く⽴地している

府中駅



54５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺の居住誘導区域について

③災害危険度
・北側斜⾯付近は、警戒区域に含まれるため、積極的な居住の誘導は⾏わない

N
⼟砂災害警戒区域

⼟砂災害特別警戒区域

55５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□⾼⽊・中須周辺のまちづくり誘導⽅針（案）

⼈⼝ ◯⼈⼝減少が緩やかで、居住年数の短い⽐較的若い世代が多く住む

⼟地利⽤ ◯国道沿いに⽣活利便施設が⽴地
◯農地転⽤によるミニ開発が発⽣

公共交通 ◯⾃家⽤⾞利⽤が中⼼
◯⾃家⽤⾞を利⽤すれば、府中駅周辺や福⼭市へアクセスしやすい

■現況・課題

■まちづくりの誘導⽅針
◯⾃家⽤⾞利⽤を中⼼としたアクセス性の良さや通勤、買い物等の利便性を活かし、積極的に居
住を誘導

◯新たな居住の受⽫となる付加価値のある住宅ストック整備の誘導を検討
（農地を活かした住宅整備等）

■誘導区域の設定
居住誘導区域 ：府中駅周辺地区に連坦するまとまりある市街地を新たな居住の受け⽫と

して設定

都市機能誘導区域：府中駅周辺の都市機能の集積地と連担する市⺠病院周辺を設定
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（１）府中市都市計画区域
③市街化区域縁辺部

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

57５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部の誘導区域の設定⽅針（案）

桜が丘団地・⾒晴団地：災害危険度が低く、住宅ストックを積極的に形成・更
新していく地域として「居住誘導区域」とする

桜が丘団地⾒晴団地

N 1.0km0.50

居住誘導区域（案）
（住宅団地のうち、

災害危険性度を考慮）
府中駅

※その他の地域は、
居住環境を維持

（積極的な誘導はしない）

緑ヶ丘団地
南宮台団地

広⾕団地
⼟砂災害の危険性
が⽐較的⾼い団地
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府中駅
鵜飼駅

⾼⽊駅

DID地区

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部の居住誘導区域について

8,000人

9,000人

10,000人

11,000人

12,000人

13,000人

14,000人

15,000人

16,000人

17,000人

18,000人

S55年 S60年 H2年 H7年 H12 H17 H22

人口推移

⾼⽊・中須周辺

市街化区域周縁部

府中駅周辺

①⼈⼝推移
・居住年数が⻑い居住者の割合が多く、

⾼⽊・中須地区に⽐べ新規住⺠の流⼊が
少ない。

・⼀⽅で、ほとんどがDID地区外で
⼈⼝密度が低い

0% 50% 100%

居住期間

5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上

出生時から 不詳 ※国勢調査より

府中駅周辺

⾼⽊・中須周辺

市街化区域周縁部

59

【農地分布図】【⼟地利⽤現況図】

府中駅

②⼟地利⽤
・市街化区域外と連坦して農地が残る低密な住宅地が形成されている。
・国道や南北道路など幹線道路に⽐較的近く、府中駅周辺までも⾄近で、
⾃動⾞を利⽤すれば⽣活利便性は⾼い

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部の居住誘導区域について
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・世帯数は減少傾向にあるものの、
（H19 359世帯→H28 331世帯）

住⺠同⼠の良好なコミュニティが
築かれている。

・空地が発⽣しているものの、
住⺠によって駐⾞場等として
利⽤されている様⼦が⾒られる。

例）⾒晴団地 例）緑ヶ丘団地
・コンスタント

に建替えが
なされている

府中駅

⾒晴団地 桜が丘団地

広⾕団地

南宮台団地

緑ヶ丘団地

③住宅団地
・⼈⼝が増加しはじめた

1960年代以降、市の施策として整
備してきた住宅ストック

・近年も住⺠同⼠の良好な
コミュニティが築かれている

・⼀⽅、古い時期の開発のため
狭い道路や狭い敷地等の
居住環境への課題が⾒られる
団地もある

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部の居住誘導区域について

61
※⼟砂災害ポータルひろしま

緑ヶ丘団地・南宮台団地：
半分程度が警戒区域に含まれるため、
団地全体としての環境形成を鑑み、
積極的な居住の誘導は⾏わない

⼟砂災害警戒区域
⼟砂災害特別警戒区域

広⾕団地：
半分程度が警戒区域に含まれるため、
団地全体としての環境形成を鑑み、
積極的な居住の誘導は⾏わない

緑ヶ丘団地

南宮台団地

広⾕団地

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部の居住誘導区域について

③住宅団地（災害危険度）
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※⼟砂災害ポータルひろしま

⾒晴団地・桜が丘団地：団地上の⼤半が警戒区域ではないため、
居住機能の積極的な誘導を⾏う

⾒晴団地

桜が丘団地

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部（住宅団地）の災害危険度

⼟砂災害警戒区域
⼟砂災害特別警戒区域

③住宅団地（災害危険度）

63５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

□市街化区域縁辺部のまちづくり誘導⽅針（案）

周縁部
全般

⼈⼝ ◯住み続けている⼈が多く⼈⼝減少が緩やか

⼟地利⽤ ◯市街化区域外と連担して農地が残る低密な住宅地

公共交通 ◯⾃家⽤⾞利⽤が中⼼
◯⾃家⽤⾞を利⽤すれば、府中駅周辺等へアクセスしやすい

住宅団地
◯市の施策として整備してきた住宅ストック
◯住⺠同⼠の良好なコミュニティが築かれている
◯狭い道路や狭い敷地等の課題がある
◯⾒晴団地と桜ヶ丘団地を除き、⼟砂災害の危険性が⾼い

■現況・課題

■まちづくりの誘導⽅針
◯今後も住み続けていけるよう、既存の道路網等を活⽤しながら、居住環境を維持

◯災害危険度の低い住宅団地においては、整備してきた住宅ストックを活⽤し、
積極的に居住を誘導

■誘導区域の設定
桜が丘団地・⾒晴団地：災害危険度が低く、住宅ストックを積極的に形成・更新していく地域

として「居住誘導区域」とする
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＜誘導区域図＞

まちづくりの誘導方針（案）

府中駅
周辺

・既存ストックを活かした
都市機能の集積拠点の形成

・居住機能の積極的な誘導

⾼⽊・
中須
周辺

・居住機能の積極的な誘導

市街化
区域
縁辺部

・現在の居住環境を今後も維持

住
宅
団
地

＜⼟砂災害の危険性が低い団地＞
・居住機能の積極的な誘導

＜⼟砂災害の危険性が⾼い団地＞
・現在の居住環境を今後も維持

居住機能誘導区域＝
⽣活利便性が特に⾼い等、新たな居住を
⾒込む区域

都市機能誘導区域＝
「歩いて暮らせるまちづくり

（⽣活中⼼街の形成）」を現す区域

□府中市都市計画区域のまちづくり誘導⽅針のまとめ

５．まちづくりの誘導⽅針（１）府中市都市計画区域

65

（２）上下都市計画区域

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域



66５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

（２）上下都市計画区域

旧上下町上下都市計画区域

上下町上下・深江

67

デイ
サービス

スーパー・
ホームセンター

スーパー

⼩学校
病院

中学校

⾼校

図書館・
⼦育て⽀援
センター

スーパー 保育所

病院

⼩学校
0 0.5 1km

⽼⼈保健施設
・特養

⽣活⽀援機能を
維持する区域
（⽤途地域の範囲）

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

□上下都市計画区域の誘導区域の設定⽅針（案）

旧上下町の⽣活を⽀える病院、スーパー
等の機能維持を図るため、「⽣活⽀援機
能を維持する区域」に位置づけ
（⾮法定区域）

◯旧上下町の多くの居住地は都市計
画区域外に点在し、農業等の⼟地
に根ざした⽣活をしているため、
居住誘導区域の設定による居住誘
導は相応しくない

◯制度上、都市機能誘導区域を定め
る場合には居住誘導区域の指定が
原則となるため、⽴地適正化計画
上の法定区域でなく府中市独⾃に
「⽣活⽀援機能を維持する区域」
に位置づけを検討
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・旧上下町全体に対して、中⼼部の⼈⼝は半数以下であり、旧上下町では居住が分散し
ている。（半数以上は周辺（旧上下町その他）に居住している）

3,131

人

2,244

人

0人

2,000人

4,000人

6,000人

人口

上下町上下・深江

旧上下町その他

□⼈⼝推移

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

-

5,000

10,000

15,000

⼤
９

⼤
１
４

昭
５

昭
１
０

昭
１
５

昭
２
２

昭
２
５

昭
３
０

昭
３
５

昭
４
０

昭
４
５

昭
５
０

昭
５
５

昭
６
０

平
２

平
７

平
１
２

平
１
７

平
２
２

旧上下町全体の⼈⼝推移

⼤正時代以下の
⼈⼝規模

※国勢調査より

（⼈）

69

・旧上下町では、都市計画区域外に⼟地に根ざして農業を営んでいる⽅も多く、
中⼼部への住み替えは想定しにくい。

⇒旧上下町の中⼼部に、周辺から居住の誘導をすることは考えにくい

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

□居住者意向（アンケート結果）

※⽴地適正化計画アンケートより

0人

5人

10人

15人

20人

25人

府
中
駅
周
辺

高
木
町
・
中
須

町
周
辺

上
下
駅
周
辺

府
中
市
内
の
そ

の
他
の
場
所

福
山
市
新
市
～

駅
家
駅
周
辺

福
山
市
そ
の
他

地
域

そ
の
他
県
内
の

市
町
村

県
外

転居・転出先候補 n=120

※府中市内または新市〜駅家が候補… 61⼈ ※その他市外… 59⼈
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

旧上下町その他

上下町上下・深江

産業別就業者の割合

農業等 建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業，郵便業

卸売業，小売業 金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業 生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業 医療，福祉 複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの） 公務（他に分類されるものを除く） その他

・旧上下町その他では、農業従事者が多い
（⼀⽅、上下・深江では、⼩売業やサービス業に従事している割合が⾼い）

※H22国勢調査より

⼩売業・サービス業・医療福祉等

農業

□就業の状況

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

71

・上下駅付近に、⽇常⽣活に必要
な機能は、概ね集積

・旧上下町⺠のほとんどが利⽤
⇒旧上下町の⽣活の核 デイ

サービス

スーパー

⼩学校
病院

中学校

⾼校

図書館・
⼦育て⽀援
センター

スーパー 保育所

病院

⼩学校
0 0.5 1km

⽼⼈保健施設
・特養

スーパー・
ホームセンター

※地域公共交通連携計画住⺠アンケートより

＜主な買い物先（旧上下町内）＞

⿊⽊整形外科

＜主な通院先（旧上下町内）＞

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

□都市機能の状況
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・上下駅が起点となり、
路線バスが4路線運⾏
されている

・しかし、鉄道運⾏本数
及びバスの運⾏本数は
きわめて少ない。

上下駅

□公共交通の状況

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

府中・上下線
上下⇔府中

往復6便

上下・⾼蓋線
上下⇔階⾒

往復2便

階⾒

⼩塚
上下・呉々峠線

上下⇔⼩塚
往復3便

JR福塩線
上下⇔府中

往復6便

73

・商店街存続のために「商業」→「観光」へシフトした取組みを⾏ってきた
（⾏政によるまちなみ修景＋商店主らのｱｲﾃﾞｨｱや⾼校⽣らによるまち起こし）
・近年、NPO等による空き家の改修などに発展を⾒せている

■⾼校⽣による中⼭間地域
わくわく事業（上下⾼校）

・上下まちづくり協議会等と連携し、地域
のイベント等への参加により、⽣徒の育
成と地域の活⼒創出を⽬指している

■まちなみの修景事業
・まちなみの修景が進められてきており、

その中で空き家の改修による新しい店舗
の出店等も⾒られる

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

□現状のまちづくりの取り組み
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□上下都市計画区域のまちづくり誘導⽅針（案）

５．まちづくりの誘導⽅針（２）上下都市計画区域

都市計画区域ではあるが、⽴地適正化計画上の法定区域としての位置づけは⾏わない
⇒府中市独⾃に「⽣活⽀援機能を維持する区域」に位置づけすることを検討
（「⼩さな拠点」づくりによる取り組みを検討）

都市機能誘導区域を定める場合には居住誘導区域の指定が原則であるが、
居住誘導の考え⽅は、
⼟地に根ざして⽣活する旧上下町のまちづくりにそぐわない

⼈⼝ ◯旧上下町全体の半数以上が中⼼部以外に居住し、農業等、⼟地に根ざして⽣活

都市機能等 ◯上下駅付近に⽣活に必要な機能が集積
◯商店街では街並みを活かした取り組みが⾏われている

公共交通 ◯鉄道・路線バスともに運⾏本数が少ない

■誘導区域の設定

■まちづくりの誘導⽅針
◯現在の⽣活⽀援機能の維持

◯まちの誇りにつながる活動⽀援

■現況・課題

75

旧上下町
集落市街地

旧府中市
集落市街地

集落市街地
（都市計画区域外）

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

（３）集落市街地
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都市計画区域外であり、居住誘導区域を定められないが、
住み続けられるまちづくりの⼀環として、
府中市として誘導⽅針を定める

□集落市街地の⽴地適正化計画への位置づけの考え⽅

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

77

・⾼齢者が多いが、転出傾向の少なくなる30〜50代が⼀定数居住している
→少なくとも数⼗年は集落は存続していくことが想定される。
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H22年人口

旧府中市集落市街地 旧上下町集落市街地 ※H22国勢調査より

※市全体の傾向として
転出が多く⾒られる年代

□⼈⼝

５．まちづくりの⽅針（３）集落市街地
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・約7割程度が「現在の居住地に住み続けたい」という回答している
（※ただし、回答者の多くは60代以上）

□居住者意向（アンケート結果）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域周縁部

旧上下町中心部

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

居住継続意向

現在の地区に住み続けたい

できれば住み続けたいが、今後転居・転出するかもしれない

転居・転出したい

その他 ※⽴地適正化計画アンケートより

n=410

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

79

・18歳未満のいる3世代等の世帯が多い
＝実家に住む⼦育て世帯が多い

・5年未満の居住者が少ない
＝転⼊者が少ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

府中市全体

旧上下町集落市街地

旧府中市集落市街地

居住期間

5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 出生時から 不詳

0% 20% 40% 60% 80% 100%

府中市全体

旧上下町集落市街地

旧府中市集落市街地

世帯構成別の世帯数割合

18歳未満のいる

核家族世帯

18歳未満

のいる3世代等の世帯

65歳以上のみの世帯 その他の世帯

※H22国勢調査より

※H22国勢調査より

⇒地縁により住み続けている⼈が多い

□居住者傾向

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地
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・⾼齢者のみの世帯が多い（3軒に1軒程度）
⇒⽇常⽣活に関する⽀援が特に必要

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

府中市全体

旧上下町集落市街地

旧府中市集落市街地

世帯構成別の世帯数割合

18歳未満のいる

核家族世帯

18歳未満

のいる3世代等の世帯

65歳以上のみの世帯 その他の世帯

※H22国勢調査より

□居住者傾向

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

81

・旧府中市集落市街地は、農業従事者が旧上下町よりは少なく、製造業が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

府中市全体

旧上下町集落市街地

旧府中市集落市街地

産業別就業者の割合

農業等 建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業，郵便業

卸売業，小売業 金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業 生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業 医療，福祉 複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの） 公務（他に分類されるものを除く） その他

[製造業]

[農業等]

□就業の状況

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地
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※地域公共交通連携計画住⺠アンケートより

勤務地

府中市中⼼部周辺

旧上下町内

（旧府中市）

（旧上下町）

・旧府中市集落市街地は、府中市中⼼部周辺の⼯業団地等や福⼭市へ通勤する⼈が多
い

⇒農業従事者の多い上下町とは住まい⽅の傾向が異なる
（旧上下町集落市街地：「住み、働く場所」、旧府中市集落市街地：「住む場所」）

東部南：府川町・⾼⽊町以南
東部北：本⼭町・元町以東
中部：府中町・出⼝町・⼠⽣町
⻄部：上記除く旧府中市内
北部：旧上下町

福⼭市

□就業の状況

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

83

・最低限の公共交通はあるものの、本数は極めて少なく、⾼齢者などの通院や買い
物環境に課題がある

＜予約型乗合タクシー＞＜路線バス・鉄道＞
おたっしゃ号
週2⽇、1⽇2便

ふれあいﾀｸｼｰ
週1⽇、1⽇2便

府中・上下線
上下⇔府中

往復6便

上下・呉々峠線
⼩塚⇔上下

往復3便

上下・⾼蓋線
階⾒⇔上下

往復2便
階⾒

⽊ノ⼭

府中駅

上下駅

JR福塩線
上下⇔府中

往復6便

□公共交通

５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

⼩塚



84５．まちづくりの誘導⽅針（３）集落市街地

□集落市街地のまちづくり誘導⽅針（案）

都市計画区域外であり、居住誘導区域を定められないが、
住み続けられるまちづくり⼀環として
府中市として誘導⽅針を定める

■⽴地適正化計画への位置づけの考え⽅

■現況・課題
⼈⼝ ◯若い世代が地域で減少しており、⾼齢者のみの世帯で住まう⼈が

多くなっている

⼟地利⽤ ◯農地に囲まれた集落で、農業等⼟地に根ざして⽣活

公共交通 ◯乗合タクシー、路線バスともに運⾏本数が少ない
居住意向 ◯地縁により住み続けている⼈が多い

■まちづくりの誘導⽅針
◯⾼齢者のみの世帯等、⾞が運転できない⼈の移動⼿段の維持・確保

◯地域のコミュニティの維持

85

５．今後のスケジュール



86５．今後のスケジュール

市⺠アンケート 庁内ワーキング 庁内委員会 都市再⽣協議会

9⽉

10⽉
⽅針の確認

11⽉

本⽇
⽅針の確認

11⽉22⽇
素案の確認

12⽉
12⽉19⽇
素案の確認

パブリックコメント・住⺠説明会実施

（11⽉下旬〜12⽉中旬 議会期間）

市⺠ｱﾝｹｰﾄ
の実施

□今後の検討の流れ

６．参考資料



88６．参考資料（市⺠アンケート）

□市⺠アンケートの結果概要

上記の居住者のうち
・満20歳以上の⽅から無作為に抽出した

1,000⼈の⽅を対象として送付
（9⽉~10⽉）

・回収数：463通（46％）

89

□市⺠アンケートの結果概要

＜回答者の属性＞
①回答者の居住地

・回答者は、市街化区域縁辺部が最も多い

217人

44人

101人

56人

45人

0人 50人 100人 150人 200人 250人

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

不明

回答者の居住地（n=463）

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

22人 30人
39人

62人 100人 125人 67人 17人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者の年齢

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 不明

6割以上が60歳以上20~30代の
サンプル数は少ない

＜回答者の属性＞
②回答者の年齢

６．参考資料（市⺠アンケート）

91６．参考資料（市⺠アンケート）

□市⺠アンケートの結果概要

主な質問項⽬：
〇居住の状況について

・居住年数、転居のきっかけ、居住意向 など

〇世帯構成等について
・⼦どもの居住地や会う頻度、将来の帰郷可能性 など

〇⼦育て環境・教育環境について
・⼦育てのしやすさ など

〇交通⼿段について
・⾃分、家族の移動⼿段、外出頻度 など

〇地域のコミュニティ活動について
・⾃治会活動、公⺠館・集会所の利⽤状況 など

〇府中駅・上下駅周辺の利⽤頻度・⽬的について
〇現在の暮らしの満⾜度

各質問項⽬の主な集計結果を次⾴以降に掲載しています
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□市⺠アンケートの結果概要

＜居住の状況＞
①居住継続意向

・20〜30代について、他の世代に⽐べて、「今後転居・転出するかもしれない」

「転居・転出したい」の割合が高い

18人

135人

155人

20人

38人

16人

12人

20人

13人

1人

5人

2人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

居住継続意向（年齢別）

現在の地区に住み続けたい

できれば住み続けたいが、今後転居・転出するかもしれない

転居・転出したい

その他

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜居住の状況＞
②住み続けたい理由

・世代に関わらず「住み慣れている」が多いが、20〜30代については
「実家のため」も多い

15

120

137

6

59

63

0

7

11

0

2

8

0

9

11

2

7

0

0

0

1

0

1

1

1

7

2

4

21

22

5

32

54

0

3

8

1

12

8

1

18

22

1

16

25

15

44

44

0

0

1

1

9

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

住み続けたい理由（年齢別）

住み慣れている 緑や自然が豊か
歴史や文化等への誇り、愛着 公共交通の利便性が良い
買い物が便利 通勤・通学が便利
医療・福祉サービスが充実 文化施設等の公共施設が充実
子育て環境が良い 治安が良い
自然災害の危険性が低い 道路などの生活基盤が良い
家賃が安い、家や土地が広いなど住宅に満足 隣近所のつきあいが活発
親類や知人が多く住んでいる 実家のため

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜居住の状況＞
③転出・転居したい、転出・転居するかもしれない理由

・ 「買い物が不便」「老後が不安」「公共交通が不便」が多い

55
2
1

53
66

16
37

4
6

1
19

13
11
12

22
14

11
11

0 10 20 30 40 50 60 70

老後が不安

緑や自然が荒れている

歴史や文化が乏しい

公共交通が不便

買い物が不便

通勤・通学が不便

医療・福祉サービスが不十分

文化施設等の公共施設が不十分

子育て環境が良くない

治安が悪い

自然災害の危険性が高い

道路が狭い、管理が不行き届き

住宅に不満

隣近所のつきあいが煩わしい

人が減り、活気が失われている

親族との同居

転勤や転職を考えている

その他

転居・転出したい理由（n=354）

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜居住の状況＞
④転出・転居に⾄っていない理由

・ 「現在の生活様式が変わること」「現在所有している土地やお墓の管理が難し

いから」が多い

42

5

29

26

17

19

36

15

5

18

0 10 20 30 40 50

現在の生活様式が変わることが不安だから

今よりも家が狭くなるから

手頃な価格の住宅や土地がないから

仕事の関係で離れられないから

知人・友人と疎遠になるから

親や子どもの家から離れてしまうから

現在所有している土地やお墓の管理が難しいから

現在所有している土地や家屋の買い手がなく、売却できないから

住み替え先の探し方がわからないから、相談する相手がいない…

その他

転居・転出に至っていない理由（n=212）

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜世帯構成等＞
①別居する⼦どもの居住地

・ 全体的に市外が多いが、旧府中市内居住者の場合「福山市」、旧上下町居住者

の場合「世羅町」「三次市」といった近隣の市町へ居住する傾向が見られる

17

3

7

3

5

0

4

1

0

0

0

3

9

0

7

0

8

2

3

0

11

1

9

1

0

1

0

2

1

0

0

3

13

9

6

4

26

5

10

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

別居の子どもの居住地（回答者居住地別）

同じ地区内 府中駅周辺 上下駅周辺

市内その他 福山市 新市～駅家駅周辺 福山市その他地域

世羅町 三次市 市外その他

県外

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜⼦育て環境・教育環境＞
①⼦育てのしやすさ

・特に旧府中市集落市街地において、「子育てしにくい」「どちらかというとし

にくい」の割合が高い

6

1

1

0

13

4

4

6

8

1

8

3

6

0

3

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

子育てのしやすさ（回答者居住地別）

子育てしやすい どちらかというとしやすい どちらかというとしにくい 子育てしにくい

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜交通⼿段＞
①回答者の通勤・通学地

・旧府中市居住者では「福山市」、旧上下町居住者では「上下都市計画区域」

「世羅町」が多い

10

3

3

2

15

1

2

2

6

0

7

0

13

0

5

0

3

0

5

0

0

0

3

7

0

1

0

2

11

2

1

1

29

1

9

1

5

2

2

0

0

1

0

1

0

2

0

5

2

0

2

5

2

0

0

0

1

0

1

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

通勤・通学地（回答者居住地別）

自 宅 府中駅周辺 高木・中須周辺 市街化区域縁辺部

旧府中市集落市街地 上下都市計画区域 旧上下町集落市街地 府中市内（詳細不明）

福山市 尾道市 三次市 世羅町

その他の県内 岡山県 その他の県外

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜コミュニティ活動＞
①隣近所での助け合い

・地域に関わらず「冠婚葬祭の手伝い」が多い。

・旧上下町集落市街地において「特にない」の割合が低い

108

18

44

12

19

3

17

10

7

1

2

1

3

0

0

1

5

3

7

6

0

1

1

0

13

1

13

13

93

23

49

34

10

3

6

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

隣近所での助け合い（回答者居住地別）

特にない 定期的な安否確認

買い物の手伝い 家事（料理、掃除、洗濯など）の手伝い

通院などの送迎・乗り合わせ 子どもの一時預かり

庭や農地管理の手伝い 冠婚葬祭の手伝い

その他

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜コミュニティ活動＞
②⾃治会活動の内容

・地域に関わらず、「地域の祭り」「冠婚葬祭での協⼒」といったイベントが
⽐較的多い

108

17

65

27

117

16

57

39

106

10

46

28

159

28

76

46

65

10

38

19

131

33

58

41

53

4

20

15

17

2

4

1

9

2

6

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

自治会活動の内容（回答者居住地別）

寄合 集会所、広場等の維持管理

農道や用水路等の維持管理 地域の祭り

消防・防災活動 冠婚葬祭での協力

見守りや声掛けなどの助け合い活動 わからない

その他

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜コミュニティ活動＞
③公⺠館等の利⽤頻度

・地域に関わらず、「年数回」、「めったに利⽤しない」が多い
・上下都市計画区域、旧府中市集落市街地において、「週1回程度」以上の割合が、

他地域に⽐べ⾼い

0

0

1

0

7

3

3

1

9

4

11

1

30

8

21

19

85

8

24

22

71

14

32

11

7

4

5

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

公民館等の利用頻度（回答者居住地別）

ほぼ毎日 週2～3回 週1回程度 月1回程度 年数回 めったに利用しない その他

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜コミュニティ活動＞
④公⺠館等の利⽤⽬的

・地域に関わらず、「寄合」「祭等の⾏事」が多い
・旧上下町中⼼部において、「趣味や教養に関わる活動」の割合が⾼い

99

12

41

28

23

9

15

5

22

5

21

11

9

0

4

3

3

0

1

0

64

9

35

22

10

3

8

6

55

5

25

27

10

2

4

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

公民館等の利用目的（回答者居住地別）

寄合
趣味や教養に関わる活動（音楽、美術、舞踊、文学、語学など）
健康・スポーツ活動（健康づくり、体操、スポーツなど）
家庭生活に役立つ活動（料理教室・編み物教室など）
育児・教育に関する活動（幼児教育、子育て相談など）
祭等の行事
ボランティア活動
公民館や集会所の清掃・管理
その他

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜府中駅・上下駅周辺の利⽤頻度・⽬的＞
①府中駅周辺を訪れる⽬的

・駅利⽤に起因する「電⾞やバス利⽤」「家族の送迎」を除くと、
「⽇⽤品の買い物」が多い

16

79

37

30

47

37

21

11

98

89

11

17

38

133

0 50 100 150

通勤・通学先があるため

日用品の買い物のため

嗜好品の買い物のため

保健・医療施設を利用するため

市役所等へ行政手続きのため

図書館や文化センター等の文化施設を利用するため

TAM（生涯学習センター）や公民館を利用するため

POM（府中市子どもの国）や子育て支援センターを利用す…

電車やバス利用のため

家族の送迎のため

知人に会うため

観光のため

その他

無回答

府中駅周辺を訪れる目的（n=463）

６．参考資料（市⺠アンケート）
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0 50 100 150 200 250 300

通勤・通学先があるため

日用品の買い物のため

嗜好品の買い物のため

保健・医療施設を利用するため

支所等へ行政手続きのため

図書館等の文化施設を利用するため

公民館を利用するため

子育て支援センターを利用するため

電車やバス利用のため

家族の送迎のため

知人に会うため

観光のため

その他

無回答

上下駅周辺を訪れる目的(n=463)

□市⺠アンケートの結果概要

＜府中駅・上下駅周辺の利⽤頻度・⽬的＞
②上下駅周辺を訪れる⽬的

・駅利⽤に起因する「電⾞やバス利⽤」「家族の送迎」を除くと、
「⽇⽤品の買い物」が多い

６．参考資料（市⺠アンケート）
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□市⺠アンケートの結果概要

＜暮らしの満⾜度＞
・居住地に関わらず、「まあまあ満⾜している」が多い
・旧府中市集落市街地において、「あまり満足していない」「満足していない」の

割合が、他地域に比べて高い

7

2

3

2

140

26

54

32

47

8

30

16

14

4

11

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化区域縁辺部

上下都市計画区域

旧府中市集落市街地

旧上下町集落市街地

暮らしの満足度（回答者居住地別）

非常に満足している まあまあ満足している あまり満足していない 満足していない

６．参考資料（市⺠アンケート）


